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評価ルーブリック 

 

テーマ：中国の姉妹校の生徒に学校紹介動画を作成し、中国語で紹介しよう 

指示文：中国姉妹校交流で訪問する中国の高校生に学校紹介動画を作成し中国語で紹介します。グループでテーマを決め、動画１人２～３分作成し、中国語で台

本を作成してください。プレゼンテーションではメンバー全員が発表できるように分担してください。発表は正確で聞き取りやすい発音と声調を心がけてくださ

い。動画の紹介プレゼンテーションで評価します。 

評価基準 
目標以上に達成 

（４点） 

目標を達成 

（３点） 

目標達成まであと少し！ 

（２点） 

目標達成まで努力が必要 

（１点） 

台本の中国語 

 

動画にあった台本であり、表現も豊

かで、説明がわかりやすい。 

動画にあった台本であり、説明が

分かりやすい。 

動画と説明に少し食い違いが見ら

れるが、説明はおおむね分かる。 

動画と説明が合っておらず、説明

がわかりにくい。 

中国語の表現 

声調、発音に気をつけて、中国語ら

しい発音ができている。非はっきり

した大きな声で聞き取りやすい。 

声調や発音の正確さは少し欠ける

が、中国語らしい発音を心がけ、

はっきりした大きな声で、聞き取

りやすい。 

声調や発音の正確さは欠けるが中

国語らしい発音をしようと努力が

見られる。声は大きくて、聞き取

りやすい。 

声調や発音の正確に欠ける。声が

小さい。 

動画の内容と見や

すさ 

テーマに合った内容で、人物の動き

や構成のバランスがよく、非常に見

やすい。発表を非常にわかりやすい

ものにしている。 

テーマに合った内容で、人物の動

きや構成のバランスがよく、見や

すい。発表をわかりやすいものに

している。 

テーマに合った内容だが、人物の

動きや構成のバランスが少しわか

りづらい。発表をわかりやすいも

のにしている。 

内容がテーマに合っておらず、わ

かりにくい。発表の内容を助ける

ものとなっていない。 

アイコンタクト 

台本を見ることなく、常にアイコン

タクトを保ち、表情も豊かである。 

聴衆に伝えようと努力している。 

時々台本を見るが、聴衆とアイコ

ンタクトを保ち、表情も豊かであ

る。聴衆に伝えようと努力してい

る。 

ほとんどアイコンタクトができ

ず、台本を読んでいることが多

い。聴衆に伝えようとする努力が

少し足りない。 

聴衆とのアイコンタクトはなく、

常に台本を読んでいる。聴衆に伝

えようとする努力があまり見られ

ない。 

協働作業 

テーマや構成を決めたり、動画撮影

や編集など、全ての過程のおいて、

グループのメンバーと話し合い、協

力しながら作業ができた。 

テーマや構成を決めたり、動画撮

影や編集など、グループのメンバ

ーとの話し合い、協力しながら作

業ができた。 

テーマや構成を決めたり、動画撮

影や編集など、グループのメンバ

ーとの話し合い、協力しながら作

業があまりできなかった。 

テーマや構成を決めたり、動画撮

影や編集など、グループのメンバ

ーとの話し合い、協力しながら作

業が全くできなかった。 

 


